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業績の下方修正を織り込む米国株式市場

下振れ度合いを確認しながらの展開か

 今年前半（昨年末から本年6月末）の米国株式市場は、大幅な調整を記録しました。S&P500種指

数は▲20.6％、NYダウは▲15.3％、NASDAQ総合指数は▲29.5％の下落となりました。

S&P500種指数を業種別に見ると、上昇はエネルギーのみで＋29.2％です。一般消費財・サービス、コ

ミュニケーション・サービス、情報技術、不動産の下落率はS&P500種指数を上回りました。

年前半は大幅下落
上昇したセクターはエネルギーだけ

21年12月末 22年6月末
変化率

（％）

NYダウ（米ドル） 36,338.30 30,775.43 ▲ 15.3

NASDAQ総合指数 15,644.97 11,028.74 ▲ 29.5

S&P500種指数 4,766.18 3,785.38 ▲ 20.6

エネルギー 422.74 546.24 29.2

公益事業 363.71 356.45 ▲ 2.0

生活必需品 804.60 750.05 ▲ 6.8

ヘルスケア 1,643.92 1,494.31 ▲ 9.1

資本財・サービス 894.96 738.41 ▲ 17.5

素材 569.63 463.16 ▲ 18.7

金融 650.04 523.35 ▲ 19.5

不動産 324.76 255.77 ▲ 21.2

情報技術 3,055.45 2,222.96 ▲ 27.2

コミュニケーション・サービス 267.48 186.03 ▲ 30.5

一般消費財・サービス 1,610.76 1,077.78 ▲ 33.1

（注）NASDAQ総合指数、S&P500種指数の単位はポイント。変化率（％）は2021年12月末～2022年6月末。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

【今年前半の株価変化率】
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2022年6月28日 2022年7月の注目イベント
2022年5月09日 米国1-3月期決算は事前予想を上回る
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 米国は7月中旬以降、4-6月期決算の発表が本格化しますが、足元では、全期間が上振れ予想となっ

ているエネルギーを除いて、業績予想の下方修正が続いています。業績悪化はある程度織り込まれた可

能性はありますが、景気後退局面入りの懸念が広がっているだけに、市場は業績の上振れよりも、もう一

段の下振れを織り込む展開となる可能性があります。米国株式市場は業績の下振れ度合いを確認しな

がら下値堅めを模索する展開となりそうです。

（注）データは2021年10-12月

期～2023年1-3月期。

2022年7月1日現在。

は2022年6月3日

比での下方修正を示す。

（出所）リフィニティブのデータを基

に三井住友DSアセットマ

ネジメント作成

 5月までの株価調整は、総じて企業業績が堅調な中、金融政策の正常化に拍車がかかり、長期金利の

水準が3％台まで上昇する過程で、割高だったバリュエーションの修正が進んだことが背景と考えられます。

 しかし、年初来安値を更新した6月は業績の下方修正が目立ちました。6月に入ってからの株価下落は、

景気後退懸念と業績見通しの悪化が拍車をかけた可能性があります。S&P500種指数採用企業の

22年4-6月期の業績見通しは、エネルギーを除いたベースで前年同期比▲2.4％と20年7-9月期以

来の減益となる見通しです。20年の減益期間は1-3月期～7-9月期の3四半期で、同時期は新型コ

ロナウイルスのパンデミックによる景気後退局面と重なります。現在も、景気後退懸念と業績悪化見通し

が高まりつつある局面と考えられます。

4-6月期の業績は除くエネルギーで減益見通し

2021年 2023年

10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月

実績 実績 予想 予想 予想 予想

一般消費財 54.1 ▲ 27.9 ▲ 4.4 28.7 6.4 69.9

生活必需品 7.7 7.9 ▲ 1.7 2.1 4.0 6.1

エネルギー 12,611.0 269.5 222.6 102.6 50.3 13.7

金融 9.9 ▲ 17.1 ▲ 19.6 ▲ 4.4 1.4 12.7

ヘルスケア 28.0 18.3 2.5 2.1 3.0 ▲ 5.6

資本財・サービス 43.8 40.5 30.6 33.8 48.2 37.0

素材 64.2 46.3 18.8 16.0 9.8 ▲ 5.3

不動産 17.6 25.5 4.3 11.1 11.5 ▲ 1.5

情報技術 24.6 14.6 2.5 5.8 8.6 7.9

コミュニケーション・サービス 16.6 ▲ 2.8 ▲ 14.2 ▲ 3.2 2.3 7.3

公益事業 ▲ 1.3 24.6 ▲ 12.1 ▲ 6.8 14.8 ▲ 10.0

S&P 500 32.1 11.4 5.6 11.1 10.6 9.9

（除くエネルギー） 23.5 5.2 ▲ 2.4 5.8 7.9 9.3

2022年

業績の下振れ度合いを確認しつつ下値堅めを模索

【S&P500種指数採用企業の業種別業績見通し】
（前年同期比、％）
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